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宇和島市事前復興計画の概要 

 

 １．計画策定の趣旨 

 南海トラフ沿いの大規模地震が 30年以内に発生する確率は 80％程度といわれており、最大クラ

スの地震が発生した際には、宇和島市においても甚大な被害が生じることが想定されています。こ

の南海トラフ巨大地震による揺れや津波は、市民の皆様の生命を脅かし、住まいや生業の場を奪い

去り、まちや皆様の生活の復旧・復興までに長期間を要する事態を生じさせる可能性があります。 

 東日本大震災では、被災後の復旧・復興が長期化し、人口減少や地域活力の衰退につながる事態

が生じている地域が見受けられます。その要因の一つとして、復興後のまちの姿に対する住民の合

意形成に時間を要したことがあげられています。 

 そのため、南海トラフ巨大地震等の大規模災害が発生したとしても、適切かつ迅速・円滑な復興

の実現を図るため、復興の手順や復興後のまちの姿を事前に検討・整理する宇和島市事前復興計画

を策定します。 

 

 ２．事前復興計画策定による効果 

 南海トラフ地震などの大規模災害が発生した場合、被災した箇所の応急復旧や災害復旧、避難所

の運営やり災証明書の発行等、市の職員は、多大な時間と人手を要する事態に陥ります。また、市

民においても、多くの人が住まいや仕事を失う等の混乱下に置かれることが想定され、復興まちづ

くりに向けた取組が進まない状況になることが想定されます。 

 復旧・復興の基本的な方針や必要となる取組等について、事前に検討・整理した「事前復興計画」

を作成しておくことで、大規模災害が発生したとしても、復興までの期間短縮や復興の質の向上、

適切化等が図られ、地域の活力や魅力の維持、人口流出の抑制等につながることが期待されます。 

 

 
図 事前復興まちづくり計画による効果 

地
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 ３．計画の位置づけ 

 宇和島市事前復興計画は、本市の総合的な行政運営の指針である「第２次宇和島市総合計画」、本

市のまちづくりの方針を定めた「宇和島市都市計画マスタープラン」、本市の防災対策等について定

めた「宇和島市地域防災計画」を上位計画とし、防災やまちづくりをはじめとした各種関連計画と

の整合・連携を図るものとします。 

 

 

図 計画の位置づけ 
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 ４．宇和島市事前復興計画の構成 

 宇和島市事前復興計画は、以下の３編から構成されます。 

 

復興ビジョン編 

大規模災害による被災状況を想定し、復興の目標や分野別復興方針等を検討して、法に基づ

く復興計画の概形を定める。 

 

復興プロセス編 

災害発生後に想定される復興手順や行政組織内における役割分担、関係機関との連携及びそ

の適切かつ迅速・円滑な復興に向けた平時からの取組等を定める。 

 

事前復興まちづくり計画編 

大規模災害による被災状況を想定し、著しい被害により面的な整備が必要となる市街地や集

落を対象として、まちや住まいの復興方針、復興のイメージ等を定める。 

 

 

 

図 事前復興まちづくり計画の全体像 
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第１章 宇和島市街地事前復興まちづくり計画の位置付け等 

 

 １．本計画の位置付け等 

 宇和島市街地事前復興まちづくり計画は、宇和島市事前復興計画を構成する「事前復興まちづく

り計画」の一つとして作成したものです。 

 本計画は、地域住民とのワークショップ（以下、「地域ＷＳ」と言

う。）や東京大学復興デザインスタジオ※の取組を通して、地域住民

との協働で検討を重ねてきました。地域住民の意向を踏まえなが

ら、円滑な復興の実現に向けた計画として、更には、現時点の宇和

島市街地の災害に強いまちづくりの実現や地域の維持・活性化を目

指す計画としてとりまとめたものです。 

 また、本計画は、大規模災害が発生した際の宇和島市街地における「復興まちづくり計画」の基

盤となる計画としての役割を担うこととなります。ただし、本計画は、想定される最大クラスの被

害を想定した上で、復興まちづくりの方針等を検討したもので、次に起こる大規模災害の規模や被

災状況、発生時期の社会情勢等によって、地域住民等の意向も変化することが想定されます。大規

模災害が発生した際には、本計画を基本としながら、その時点の被災状況や地域の意向等を踏まえ

た上で、柔軟な復興まちづくり計画の策定を行うものとします。 

 

※東京大学による「復興・事前復興の提案を目指すスタジオ型演習」としての取組。 

 

 ２．対象区域 

 本計画の対象地域は、宇和島市街地とします。 

 なお、本市の事前復興ま

ちづくり計画におけるモデ

ル地域は、被害想定や地域

特性、事前復興の取組み状

況等を踏まえた 10 地域を

設定しています。本計画は、

そのうちの本市の中心拠点

となる「①宇和島市街地」
のモデル地域の計画として

作成するものです。 
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図 事前復興まちづくり計画作成候補のモデル地区 
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第２章 宇和島市街地の現況と課題 

 

 １．宇和島市街地の概要 

 四国西南地域を担う中核都市として、宇和島市街地は、宇和島市役所やＪＲ宇和島駅、商店街な

どをはじめ、商業や医療、福祉、文化等の広域的な都市機能が立地しています。 

 地域の骨格となる宇和島道路と国道 56 号等の幹線道路が通り、松山市をはじめとする県内各都

市や高知県西部の都市とを結んでいます。 

 

（１）人口 

 令和２年における人口（明倫、番城、宇和津、鶴島、天神、和霊、住吉小学校区）42,643人に対

し、これまでの人口推移の傾向が続けば、令和 17年には 33,161人（R2年比：77.8％）、令和 27年

には 26,448人（R2年比：62.0％）まで減少する可能性があります。 

 高齢化率は 36.9％（市平均 40％）となっており、人口減少・少子高齢化が進んでいます。 

 

 

図 人口の推移と見通し 

※平成 22 年から令和２年の人口増減の傾向が続くものと仮定して、コーホート変化率法を用いて独自に推計を

行ったもの 

 年齢不詳は除外している 
出典：実績については国勢調査 
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（２）都市施設等 

 宇和島市街地には、宇和島市役所やＪＲ宇和島駅、市立宇和島病院等の医療施設、パフィオうわ

じまや伊達博物館等の文化施設等の都市施設が集積しています。また、子育て支援施設や学校とし

て、幼稚園・保育園・こども園、小・中学校、高等学校があります。 

 都市公園として、城山公園や丸山公園をはじめとした 13の公園が整備されており、市民の様々な

活動が行われています。 

 道路網は、宇和島道路や国道 56号等の幹線道路が通り、松山市をはじめとする県内各都市や高知

県西部の都市とを結んでいます。 

 公共交通として、ＪＲ宇和島駅やバスターミナルを中心に、予讃線と予土線、各地域を結ぶ路線

バスが運行しています。 

 

 

図 都市施設等 
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 ２．宇和島市街地の災害リスク 

（１）揺れ 

 南海トラフ巨大地震が発生した際には、宇和島市街地では震度６弱から震度７の強い揺れのおそ

れがあります。 

 

図 震度分布 

 

（２）津波 

 市街地の多くが津波災害警戒区域となっています。 

 沿岸部では、浸水深が 3.0ｍ～5.0ｍの津波災害警戒区域が広がっており、甚大な被害の発生が懸

念されます。 

  

宇和島市街地
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（３）住家への甚大な被害 

 東日本大震災における被害の状況から、津波浸水深が２ｍ以上になると、木造家屋において全壊

する比率が高まるとされています。 

 甚大な被害を受ける世帯数の目安として、浸水深２ｍ以上に含まれる建物の比率から推計すると、

約 7,900世帯（地区の世帯数の 39％）が住まいを喪失するおそれがあります。 

 特に、鶴島小学校区や住吉小学校区では、８割近くの世帯において、甚大な被害が懸念されます。 

 

小学校区 
世帯数 

（R2国勢調査） 
甚大な被害が 

想定される世帯数※ 
比率 

明倫小学校 4,543世帯 2,716世帯 60% 

番城小学校 4,011世帯 365世帯 9% 

宇和津小学校 1,657世帯 13世帯 1% 

鶴島小学校 2,290世帯 1,789世帯 78% 

天神小学校 2,123世帯 1,198世帯 56% 

和霊小学校 3,659世帯 244世帯 7% 

住吉小学校 1,987世帯 1,550世帯 78% 

合計 20,270世帯 7,875世帯 39% 

※浸水深２ｍ以上に含まれる建物比率から独自に推計したもの 

 

 

図 津波災害警戒区域 

  

鶴島小学校や住吉小学校では、
８割近くの世帯において、
甚大な被害が懸念
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 ３．宇和島市街地の事前復興まちづくりに関する課題 

■まちの視点 

（１）中心拠点としての役割 

 宇和島市街地は、四国西南地域の中核都市である本市の中心拠点であり、大規模災害により被害

を受けたとしても、にぎわいや活力あふれるまちを取り戻す必要があります。 

 

（２）生活利便性の高いまちとしての復興 

 高規格道路の宇和島道路や国道 56 号をはじめとした道路網、ＪＲ宇和島駅やバスターミナルを

有する交通結節点として、生活利便性の高いまちとしての復興を図る必要があります。 

 

■住まいの視点 

（３）安全な住まいの確保 

 本市の中心拠点として、多くの市民が暮らす場であり続けるために、安全な住まいの場を確保す

る必要があります。 

 その際、市街地の広範囲に津波災害警戒区域が広がる中、かさ上げや山裾の造成等により、安全

な住まいを検討する必要があります。 

 

（４）応急期のくらしの想定 

 市街地の広範囲に津波災害警戒区域が広がる中で、多くの住居や施設等が失われることが想定

されます。そのため、応急期等の住まいの場が不足することが懸念されます。 

 応急期等においては、他地域でのくらしを見据える必要があることの理解を深めることが重要

です。 

 

■くらしの視点 

（５）くらしを支える公共施設等の復旧・復興 

 宇和島市街地は、市の中心拠点として、市役所や公民館、幼保施設、学校、医療・保健、福祉

施設、文化施設等の公的施設が立地しています。 

 四国西南地域の中核都市として、また、市の中心拠点として、市民のくらしを支えるために、

これらの施設の復旧・復興が不可欠です。 

 

■生業の視点 

（６）商業・業務機能の甚大な被害 

 きさいやロード等の商業施設は、市街地のにぎわいの再生を図るため、住まいとあわせた復

旧・復興を促すことが重要となります。 

 また、生活を継続していくには“仕事”が不可欠であり、様々な世代が活躍するまちとして、

各種の商業・業務施設等の復旧・復興を促すことが重要となります。  
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第３章 宇和島市街地の事前復興まちづくり計画 

 

 １．復興まちづくりの基本理念等 

１-１．基本理念 

 南海トラフ地震等の大規模災害が発生したとしても、四国西南地域の中核を担う都市としての存

在感を発揮するため、復興まちづくりの基本理念を以下のように定めます。 

 

 

 

大規模災害が発生し、甚大な被害が起きたとしても、災害発生から復興までの期間を通じて、宇

和島市街地で住み続けることができるまちとして、様々な備えに取組みます。 

宇和島市街地が中心地域であり続けるためには、多くの人が住み、多くの人が働き、多くの人が

訪れるまちであることが重要です。そのため、現在のまちの魅力を高めるとともに、甚大な被害が

発生したとしても、宇和島市街地の魅力を取り戻すことを目指します。 

 四国西南地域の中核都市である本市の中心拠点として、また、宇和島市の玄関口として、多

様な魅力あふれる市街地の復興 

 市民の生活利便性を高めた、安全・安心、住みやすいコンパクトな市街地としての復興 

 

  

四国西南地域の中心拠点としてあり続ける 
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１-２．宇和島市街地の復興の基本目標 

 大規模災害が発生した際を想定した復興の基本目標等を以下のように定めます。 

 

復興の基本目標 
大規模災害が発生した際の 

宇和島市街地の復興まちづくりの方針 

まちの復興 

宇和島市の中心拠点としての魅力

を維持し、にぎわいや活力あるま

ちの形成 

■本市の中心拠点としての復興 

・四国西南地域の中核都市である本市の中心拠点として、に

ぎわいや活力あふれるまちの復興を図る。 

・各種の生活サービス施設等が充実した魅力あるまちとし

ての復興を図る。 

■交通結節点としての機能の維持・強化 

・高規格道路の宇和島道路や国道 56号をはじめとした道路

網の再編を図るとともに、JR 宇和島駅やバスターミナル

等の公共交通網の維持・強化を図る。 

・宇和島市の中心拠点としての機能の発揮に向け、市街地

内・市街地内外の円滑な移動を支える新たな公共交通等の

導入を検討する。 

住まいの復興 

安全・安心な住まいを目指し、コン

パクトで利便性の高い住まいの場

の再編 

■安全・安心なコンパクトなまちへの再編 

・復興まちづくりにおいては、本市の中心拠点として、かさ

上げ等による安全でコンパクトな住まいの再編を図る。 

■三間地域等との連携 

・宇和島市街地で住まいの復旧を図っている応急期におい

ては、三間地域等を住まいの場として活用する。 

くらしの復興 

各種の都市機能等を有し、利便性

が高く、くらしやすいまちの実現 

■中心拠点としての公共施設等の維持・再建 

・宇和島市の中心拠点としての維持・発展に向け、市役所や

病院等の公的サービスを担う施設等の再建を図る。 

・災害時の拠点となる施設や高齢者・子どもたちが利用する

施設等は、安全な場所での再建を図る。 

・施設の集約等を検討し、コンパクトで利便性の高いまちの

実現を図る。 

■子育てしやすいまちとしての再建 

・子育てしやすいまちとして、安全な場所にて小中学校・保

育園・幼稚園等の施設の再建を図る。 

■子どもから大人まで全ての住民が活躍できるまちの再建 

・幅広い世代の活動拠点となっているパフィオうわじま等

が被害を受けた際には、新たなまちの形成との調整を図り

ながら機能の確保を図る。 

・宇和島牛鬼まつりなどの地域の誇りとなっている祭りや

イベントは、地域の活力の源として早期の再開を図る。 
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復興の基本目標 
大規模災害が発生した際の 

宇和島市街地の復興まちづくりの方針 

生業の復興 

宇和島市の地域経済を牽引する拠

点として、元気と活力を生み出す

様々な産業の維持・創出 

■にぎわいのある商店街の再建 

・「きさいやロード」は、津波災害警戒区域内外にわかれて

いることから、被害の状況に応じた再建を図る。再建に当

たっては、JR 宇和島駅と宇和島城を結ぶ動線としての機

能を高めるなど、にぎわいの形成や魅力向上に寄与する方

策を検討する。 

■商業・業務機能等の維持・再建 

・地域内外の市民の働く場として、また、生活を支える機能

として商業・業務機能等の維持・再建を図る。なお、宇和

島市街地で住まいを再建する人が多ければ、商店等の再建

も図られることから、住まいの場や働く場としての充実を

図る。 

■沿岸部等における活力のある産業の維持・再建 

・宇和島市の玄関口である「道の駅うわじまきさいや広場」

は、地域産品の販売所や情報発信拠点、各種のイベント会

場等として再建を図る。 

・沿岸部にある水産業を担う施設や工場等については、地域

産業の核となる施設として再建を図る。 

・沿岸部等においては、災害危険区域の指定により住居の用

に供する建築の制限が想定されることから、新たな産業の

創出や魅力ある商業施設の誘致等とあわせて、確実な避難

の実現に向けた条件整備に取組む。 
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１-３．宇和島市街地の復興まちづくりのイメージ 

 大規模災害により甚大な被害が発生した際に、まちの復興を図るためには、復興の姿等を示す復

興まちづくり計画を作成し、各種の復興事業等に取組むこととなります。 

 今回、検討した復興まちづくりイメージは、大規模災害による甚大な被害が起きることを想定し

た上で、どのような復興の姿を描くべきかを、ワークショップ等の機会を通して、地域住民の皆様

と一緒に検討を進めたものです。現段階から復興まちづくり計画の方向性等を検討しておくことで、

災害発生後の速やかな検討につながることが期待されます。 

 なお、次に起きる南海トラフ地震の規模や発生の時期によって、被災地の状況等は異なるととも

に、その際の住民意向等は、現段階の想定とは異なることが予想されます。そのため、大規模災害

が発生した際には、本検討結果を基本に議論をスタートすることとし、被害の様相や住民意向を踏

まえながら柔軟な検討を行うこととなります。 

 

 

図 宇和島市街地の復興まちづくりイメージ 

  

拠点
（機能集積）

拠点
（玄関）

安全な住まい

安全な住まい

利便性の高い産業
（商業・業務）エリア

海の玄関
（宇和島港）

水産業の
拠点エリア

沿道型
商業エリア

公園・緑地エリア

産業（工業）
エリア

産業
エリア

■拠点（機能集積）
ＪＲ宇和島駅周辺の拠点化
…公共施設（行政機能や文化機
能）等の集約や交通結節点

■商業・シンボルロード
ＪＲ宇和島駅と宇和島城を結ぶシンボル
ロード（商店街の復興との調整）

■水産業の拠点エリア
地域の水産業の拠点となる水産物荷捌き施設
等の再建
…玄関口との連携強化による販売機会の創出

■海の玄関（宇和島港）
宇和島港の再建により、離島を結ぶ
航路の再開

■拠点（玄関）
宇和島市の玄関口としての機能強化
…車、船でのアクセス
…道の駅の再建による地域特産物等の
販売、情報発信

■産業（工業）エリア
避難の安全性を確保した上で、
工業用地等としての再建

■公園・緑地エリア
多重防御の役割を担う公園・
緑地の確保

■沿道型商業エリア
避難の安全性を確保した上で、沿
道型の商業施設等の立地を促進

■安全かつ快適な住まい
かさ上げ等による安全を確保した上で、コン
パクトなまちとして再建
市民の生活を支える新たな公共交通の検討
子どもたちの学びの場としてこども園や学校
等の再建
地域の活動拠点となる公民館等の再建

■強靭な道路網
宇和島道路と国道56号の早期再建
国道56号は堤防道路としての機能確保も検討

■利便性の高い産業（商業・業務）エリア
魅力的な商業施設の誘致

商業・シンボルロード

津波災害警戒区域



15 

（１）復興まちづくりイメージの実現に向けた基盤整備の方針 

 

 

（２）復興まちづくりイメージの実現に向けたエリア別の方針 

 

 

 

 

 

  

  

■防潮堤等の整備 

・基本はＬ１津波対応（防潮堤及び河川堤防（又は水門等））により、安全性の向上 

 

■災害危険区域の指定 

・防災集団移転促進事業等の活用を見据え、津波による浸水のおそれがある範囲は、災害危険区域

の指定 

・災害危険区域として指定された区域は、地域の活性化等に資する土地利用の促進 

 ➡商業・業務機能等の配置、水産業の拠点形成や海の玄関口としての復興 

■安全な住まいの復興 

・津波災害警戒区域外への移転やかさ上げ等により、津波被害を受けることのない安全・安心な住

まいの確保 

・人口減少・高齢化等が進む中で、宇和島城を中心としたコンパクトな住まいの場の検討 

・住まいの再建とあわせて、市民の活動拠点となる公民館等の再建 

■玄関口となる拠点の形成 

・道の駅うわじまきさいや広場の再建とあわせて、憩いや集いの空間形成を図り、市民をはじめ、

道路や駅、港等を利用した来訪者等がにぎわう場の形成 

■公共施設等の集約・整備 

・ＪＲ宇和島駅周辺に公共施設等の集約を図り、利便性の高い拠点の形成 

・保育園・幼稚園・小中学校・高等学校等の配置は、人口減少を見据えた集約・再編を検討しつつ、

安全な場所での配置の検討 

・市民の様々な活動を支える医療や福祉、文化施設等は、住まいの場からアクセスしやすい位置で

の再建 

■災害対応拠点の整備 

・安全かつ広域的な道路アクセスの良好な場所において、災害対応の拠点となる施設の整備 
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■にぎわいの復興を図る商業・シンボルロードの形成 

・ＪＲ宇和島駅と宇和島城、商店街を結ぶシンボルロードの形成 

・商店街の再建により、にぎわいのある市街地の形成 

■産業、沿道商業エリア 

・避難の安全性を確保した上で、既存企業の再建や新たな企業誘致等を図り、市の経済を支える活

力の創出 

・にぎわいの復興に向け、魅力ある商業施設の誘致 

■水産業の拠点エリア 

・地域の水産業の拠点となる水産物荷捌き施設等の再建 

■市民の生活や交流を支える道路網等の復旧・復興 

・宇和島道路の早期再建により、広域的な移動や物流等を支える幹線道路の確保 

・国道 56号は、堤防道路としての役割を担う動線としての整備も検討 

・ＪＲ宇和島駅とバスターミナルの集約整備により、利便性の高いまちの形成 

・復興を図った市街地内の円滑な移動を支える新たな公共交通等の導入を検討 
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 ２．時間経過に応じた流れと事前の備え 

 大規模災害が発生した際には、迅速な避難を行った後に、住家を失った人は、指定避難所での生

活や応急仮設住宅等での生活を強いられることとなります。自宅の再建やまちの復興までは、長期

間を要する場合があり、それぞれの段階での生活の場を想定しておくことが重要です。 

 

 

図 大規模災害発生後の生活の流れの一例 

 

 大規模災害が発生したとしても、「復興まちづくりの姿」を実現し、地域の維持・発展を図るため、

「大規模災害から生活再建までの流れ」として、段階ごとの「想定される行動や取組」と「事前の

備え」について整理します。 

  

指
定
緊
急
避
難
場
所
等

①
津波から逃げる

②
救助を待つ

③
避難所等で生活

④
仮設住宅等で生活

⑤
生活を取り戻す

避
難

(

命
を
守
る
た
め
の
行
動)

応急仮設住宅（建設型）

家族・親戚の家等

(家が無事なら又は応急修理して)
自宅に戻る

賃貸住宅、市営住宅等
（みなし仮設含む）

指定避難所

（一時的に）
ホテル・宿泊施設等

（家が無事なら）
自宅に戻る

家族・親戚の家等

住宅を再建（地区内）

家族・親戚の家等
（地区内、地区外）

災害公営住宅（地区内）

(家が無事なら又は応急修理して)
自宅に戻る

住宅を再建、賃貸住宅
（地区外）

発災直後〜10分 １～７日 ～２、３ヵ月 ～２年 それ以降

発災
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２-１．大規模災害の発生から避難生活 

 大規模災害の発生から避難生活までの時間経過に応じて、住民の皆様がとるべき行動や取組を整

理するとともに、行動に応じた「事前の備え」について整理を行います。 

 

 

 

  

 

①津波から逃げる 

■揺れから命を守る 

・大規模地震が発生した際には、

命を守るために身の安全の確

保 

■速やかな避難 

・揺れがおさまったら指定緊急

避難場所等へ速やかな避難 

 

 

 

地域ＷＳ参加者の災害リスク 

 

■家屋等の耐震化（主として、住民・地域） 

・揺れから命を守るとともに、建物倒壊等による避難

の支障とならないように、家屋等の耐震化 

・地震の揺れから命を守るための耐震シェルター等の

設置促進 

■家具類の転倒等の対策（主として、住民・地域） 

・地震による家具の転倒・落下・移動を防ぐため家具

類の固定 

■地震火災への備え（主として、住民・地域） 

・空家等の除却 

・地震時の電気火災の発生防止に向け感震ブレーカー

の設置促進 

■避難路の整備（主として、住民・地域、市） 

・舗装や手すり、照明設備等の整備 

・避難路沿いのブロック塀等の除却・建て替え 

・橋梁の耐震化の推進 

■避難訓練等の実施（主として、住民・地域） 

・避難訓練等への積極的な参加 

・指定緊急避難場所や避難経路の事前確認 

・実践的な避難訓練の実施（蹴破り戸の体験、避難生

活体験等） 

  

発
災
直
後
～
10
分

S56年以前の家

で耐震改修等を

実施していない

19%

S56年以前の

家で耐震改修を

実施している

7%S56年以降に

建てた家

59%

わからない

15%

倒壊の危険性

2m以上の

浸水深

81%

2m未満の

浸水深

0%
浸水被害の

おそれなし

19%

津波の危険性

想定される行動や取組 事前の備え 



19 

 

  

 

②救助を待つ 

■指定緊急避難場所等での滞在 

・津波が収束し、浸水被害がおさ

まり、安全な移動が可能とな

るまで、又は、救援・救助が来

るまでの期間、指定緊急避難

場所等での一時的な滞在 

 

 

■備蓄の確保（主として、住民・地域、市） 

・指定緊急避難場所での一時的な滞在に向け、主要な

避難場所への備蓄倉庫の整備と計画的な備蓄 

■非常持出品等の準備（主として、住民・地域） 

・住民一人ひとりが非常持出品等の準備 

   

 

  

 

③避難所等で生活 

■指定避難所での生活 

・宇和島市街地の指定避難所や

地域外の指定避難所等での生

活 

 

 

■避難所運営マニュアルの作成と周知 

（主として、住民・地域、市） 

・住民が主体となった避難所運営体制の構築に向け、

避難所運営マニュアルの作成と周知 

■地域外の避難所等での生活に関する理解 

（主として、住民・地域、市） 

・大規模災害の際には、市街地周辺の避難所が不足す

る可能性があり、住民一人ひとりが地域外での避難

所生活を強いられる可能性があることへの理解 

【取組事例】 

文京地区６校合同地震津波避難訓練 

 鶴島小学校、明倫小学校、城南中

学校、城東中学校、宇和島東高等学

校、宇和島南中等教育学校の６校が

合同で、大規模な地震や津波が発生

した際には、立地条件から考えて

も、避難時の混雑や混乱が予想され

ることを踏まえ、「文京地区６校合

同地震津波避難訓練」等、災害に備

えた取組が実施されています。  

１
～
７
日

～
２
，
３
ヵ
月
（
～
半
年
）

想定される行動や取組 事前の備え 

想定される行動や取組 事前の備え 

図 避難訓練の経路 
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２-２．応急期のまちづくり 

（１）基本的な考え方 

 避難生活・応急期・復興期における住まいの場に関して、地域ＷＳ参加者の意向をみると、希望

としては、全ての期間で「地区内」を希望する回答が多くなっています。ただし、被害状況等の現

実を考えると、応急期・復興期において、地区内で生活することは難しいという認識から、地域外

を選択する傾向が高くなっています。 

 宇和島市街地では、応急仮設住宅等を必要とする被災者が多くなることが想定されるが、周囲を

海と山に囲まれているため、応急期に活用可能な土地資源等が限られています。地区内での可能な

限りの応急仮設住宅の確保とあわせて、地区外での応急期の生活を見据えます。 

 

 

図 地域ＷＳ参加者の避難生活から復興期までの住まいの場に関する意向 

 

  

82.4%

50.0%

20.0%

5.9%

37.5%

53.3%

11.8% 12.5%
26.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

避難生活 応急期 復興期

地区内 地区外 市外、その他

82.4% 87.5%

64.7%

5.9% 0.0%

17.6%
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地区内 地区外 市外、その他

 全ての期間で「地区内」を希望する人が多い

希望 現実

 復興期に地区外の意向が高くなっている 復興期の段階で、地区外を選択する意向もあり
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（２）想定される流れと事前の備え 

 

 

  

 

④仮設住宅等で生活 

■応急仮設住宅（建設型応急仮

設住宅）への入居 

・地域コミュニティ等に配慮し

ながら応急仮設住宅へ入居 

■応急仮設住宅（建設型応急仮

設住宅）以外での生活 

・賃貸型応急仮設住宅等への入

居 

・地域外での生活の際は、地域と

の連絡体制の構築 

■復興まちづくりの方針検討 

・復興まちづくりの方針が決ま

るまでは、建築物等の建築を

制限 

・復興まちづくりの方針検討の

ための議論等 

 

■建設型応急仮設住宅の建設候補地の確保 

（主として、住民・地域、市） 

・市有地以外の建設型応急仮設住宅の建設候補地の確

保 

・土地所有者等との事前調整 

■賃貸型応急仮設住宅等の事前検討（主として、市） 

・活用可能な公営住宅等のリスト化 

・応急期の生活に関する事前検討 

■他地域での応急期の生活に関する事前の理解 

（主として、住民・地域） 

・応急期は、他地域で生活せざるを得ない状況になる

ことを地域住民が理解 

■応急期の生活の場と宇和島市街地の移動を支える

公共交通等の事前検討（主として、市） 

・安全な地域（例えば、三間地域）と宇和島市街地の

移動を支える公共交通等の事前検討 

 

（３）応急期のまちづくり 

 南海トラフ地震等が発生した際、宇和島市街地は甚大な被害を受け、まちの維持・存続を宇和島

市街地内だけで行うことは困難と想定されます。 

 応急期における安全な住まいの確保、行政機能や公的サービスの継続、意欲のある事業者の事業

継続を図るため、以下のような応急期のまちづくりに取組みます。 

 

①丸山公園での応急仮設住宅等の確保 

・丸山公園において、県広域防災拠点としての役割との調整を図りながら、応急期の住まいや公共

施設、商業等の機能の配置を検討します。 

・丸山公園で一定規模の応急仮設住宅の確保を行うこととあわせて、被災者の生活支援及び商業者

等の事業継続に向けた仮設商店街等の整備を図ります。 

  

～
２
年
（～
５
年
）

想定される行動や取組 事前の備え 
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②地域内での安全な住まいの確保 

・地域内の活用可能な公園やオープンスペース等を活用した安全な仮住まいの確保を図ります。な

お、幼稚園や学校等のグラウンドについては、教育の早期再開に向けて可能な限り利用を避ける

こととします。 

・公有地では、応急仮設住宅の建設候補地が不足することから、民有地の活用も含めた検討を行い

ます。 

 

図 応急仮設住宅の建設候補地（一例） 
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③周辺の安全な地域等での住まいの確保 

・津波による被害のおそれがない、周辺の既存集

落等における安全な農地や閉校となった学校跡

地、事業者等が有する空地等を活用し、仮住ま

いの確保を図ります。 

 

 

④復興支援拠点となる三間地域との連携 

・津波の被害を受けない三間地域を復興支援拠点

として位置付け、応急期の住まいや公共施設、

商業等の機能の仮配置を検討します。 

 

 

 

 

 

■三間地域等での応急仮設住宅の確保とあわせて検討する取組 

・宇和島市街地に立地する公共施設等も甚大な被害を

受ける可能性があり、被災を受けた際には三間地域

等での仮設又は再建を図ります。 

・住まいの確保とあわせて、被災者の生活支援及び商

業者等の事業継続に向けた仮設商店街等の整備を図

ります。 

・被災を受けた中小企業者は、独立行政法人 中小企業

基盤整備機構による仮設施設整備事業※等を活用し、

事業の継続を促します。 

 

※大規模災害の発生に応じて、自治体が行う仮設施設（早期の事業活動再開を希望する中小企業が入居する

店舗、事務所等の集合型仮設施設）の整備を助成・協力するもの 

参考URL：https://www.smrj.go.jp/reconstruction/index.html 

 

⑤宇和島市街地と主要都市、市内の各地域拠点を結ぶ動線の確保 

・宇和島道路をはじめとした広域幹線道路や国道 56号の早期確保を図る。 

・地域拠点となる吉田地域や三間地域、津島地域へのアクセス路を早期に確保。 

・宇和島市街地と各地域の移動を容易にするため、公共交通網の確保。 

  

図 応急期における三間地域等との連携イメージ 

吉田

松山市

津島

三間
（復興支援拠点）

宇和島市街地
（復旧、復興事業等）

津波被害
エリア

丸山公園等

住まい：
応急仮設住宅等

商業等：
仮設商店街等

公共施設等
：仮設又は再建

住まい・都市機能等
を仮配置
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 宇和島市街地における応急仮設住宅の確保に向けた検討の参考として、建設候補地の必要面積

の目安を想定します。 

 なお、想定しうる最大規模の被害を前提に検討したものであること、応急仮設住宅の供与の対

象者は、「住家が全壊、全焼又は流出し、居住する住家がない者であって、自らの資力では住宅を

得ることができないもの」といった条件があることから、あくまでも参考値として示すものです。 

 

■甚大な被害が発生する可能性のある世帯数 ⇒ 約 10,300世帯 

津波により甚大な被害を受けるのは、浸水深２ｍ以上に含まれる建物比率から、概ね 7,900

世帯※１。揺れや火災等による全壊等の建物被害（２割程度と想定※２）も含めると、約 10,300世

帯が住家を失う可能性。 

 

※１：「第２章 ２．（３）住家への甚大な被害」の結果から設定 

※２：地域ＷＳの結果（S56年以前の家屋で未耐震：19％）から設定 

 

■建設型応急仮設住宅に入居する世帯数 ⇒ 約 3,300世帯 

地域ＷＳにおける応急期の住まいの場として「地区内」を希望する意向を踏まえ87％※３と想

定。ただし、そのうち自力再建が困難な世帯の比率として、高齢化率（37％）を目安に算出。 

10,300世帯×87％×37％＝約 3,300世帯 

 

※２：地域ＷＳの結果（応急期の生活の場として「地区内」で住むことを希望する意向は 87％）から設

定。なお、東日本大震災の際には住家被害の約３割。 

 

■応急仮設住宅（建設型）の必要面積の目安 ⇒ 約 33ha 

建設型の応急仮設住宅ですべてを確保するとした場合、１戸当たり床面積は 29.7㎡（９坪）

が標準であり、敷地面積を１戸当たり 100㎡を目安とする。 

3,300世帯×100㎡＝33ha 

 

 

➡公有地で応急仮設住宅として活用可能な土地は、市街地周辺で 11.8ha、三間地域で 4.2ha

となっている。市有地のみでの対応は困難であり、民有地等の活用が不可欠である。 

  

参考：建設型応急仮設住宅の必要面積の目安 
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２-３．復興まちづくり 

（１）基本的な考え方 

 中心拠点として宇和島市街地の復興を図り、住み続けて良かった、ここで再建して良かったと思

えるまちの実現を図るため、宇和島市街地の魅力を維持・創出する復興まちづくりを目指します。 

 

（２）想定される流れと事前の備え 

 

  

 

⑤生活を取り戻す 

■宇和島市街地での安全でコン

パクトな住まいの場の確保 

・土地区画整理事業や防災集団

移転促進事業等の活用によ

り、安全・安心な住まいの確保 

・将来にわたって人口減少が生

じる中で、市の象徴である宇

和島城を中心としたコンパク

トなまちの形成 

■暮らしを支える公共施設等の

復旧・復興 

・市の中心拠点として公的施設

等の復旧・復興 

 

 

■安全な住まいの確保に向けた事前検討 

（主として、住民・地域、市） 

・安全な住まいとなるかさ上げする場所や高台の造成

候補地等の事前検討 

■津波対策の推進（主として、市） 

・関係機関との連携のもと、防潮堤の整備等による被

害の軽減 

■公共施設等の事前の移転（主として、市） 

・公共施設等が耐用年数等を迎え、建て替え等が必要

な際には、津波災害警戒区域外の安全な場所への移

転を検討 

■復興時を見据えた災害に強い道路網等の形成 

（主として、市） 

・災害時における地域内の拠点となる丸山公園へのア

クセス性の向上（東京大学からの提案） 

・旧城下町エリア等における道路拡幅、空地整備によ

り、地震火災の抑制や緊急車両の通行を容易にする

（東京大学からの提案） 

 

  

そ
れ
以
降

想定される行動や取組 事前の備え 
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⑤生活を取り戻す【続き】 

■利便性の高い生活の維持に向

けた商業施設等の復旧・復興 

・生活の質の維持・向上に向け、

商業施設等の復旧・復興 

・市内外の住民・来訪者の移動を

支えるJR宇和島駅やバスター

ミナルの再建による交通結節

点としての機能回復 

 

■地域の活力を担う産業基盤の

復旧・復興 

・沿岸部にある水産業を担う施

設や工場等については、地域

産業の核となる施設として再

建 

 

■災害に強いまちづくり 

・Ｌ１津波対応の防潮堤や堤防

道路の整備等により、災害に

強いまちづくり 

 

 

■商店街等の活性化（主として、住民・地域、市） 

・まちのにぎわいを形成している商店街の活性化を図

ることで、大規模災害発生後における担い手の確保

等 

 

■災害対応の拠点となる施設整備の検討 

（主として、市） 

・市役所が津波災害警戒区域内に位置することから、

安全な場所に災害対応の拠点となる新たな施設整

備の検討 

 

 

 

  

そ
れ
以
降

想定される行動や取組 事前の備え 
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 ３．復興まちづくりの具体化に向けた検討の一例 

（１）三間地域等との連携のもとでの復興まちづくり 

 宇和島市街地は、大部分が津波災害警戒区域にあり、甚大な被害が生じることが想定されていま

す。行政運営や市民生活の維持を図っていくためにも、災害発生後から復興期にかけて、三間地域

等との連携・役割分担を図ることが重要です。 

 

■三間地域等との連携イメージ 

 応急期 復興期 

三間 

地域等 

の役割 

・復興支援拠点として、宇和島市街地で被災

した住まいや都市機能等を受け入れます。 

・宇和島道路等の広域アクセスを活かし、宇

和島市街地をはじめ、市内全域の復旧・復

興の支援拠点としての役割を担います。 

・三間地域等の良好な交通アクセスを

活かし、市の地域拠点としての維持

を図ります。 

 

宇和島 

市街地 

の役割 

・甚大な被害を受けた状況下で、丸山公園等

の拠点を活かし、速やかな復旧・復興を推

進します。 

・一時的に地域外に配置していた施設・

機能等の再配置により、中心拠点と

しての魅力を取り戻します。 

ネット

ワーク 

・復旧・復興等に必要な人材・物資等の円滑

な移動、地域外に住む被災者等の移動を支

える道路・交通手段を確保します。 

・市内外を人・物等が行き交うにぎわい

あるまちの形成に向けた道路網・交

通手段を確保します。 

 

 

図 応急期と復興期における三間地域等との連携イメージ  

応急期 復興期

吉田

松山市

津島

三間
（復興支援拠点）

宇和島市街地
（復旧、復興事業等）

津波被害
エリア

丸山公園等

住まい：
応急仮設住宅等

商業等：
仮設商店街等

公共施設等
：仮設又は再建

住まい・都市機能
等を仮配置

住まい：
応急仮設住宅等

安全な地域
（既存集落等）

吉田

松山市

津島

三間
（復興支援拠点）

津波浸水
エリア

安全な地域
（既存集落等）

住まい：再建

商業等：再建

公共施設等：再建

中心拠点の復興として必要な
施設・機能の再配置

商業等：再建

住まい：再建

公共施設等：再建

宇和島市街地
（中心拠点としての復興） 住まい：再建
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（２）復興まちづくりの断面イメージ 

 地域住民の命を守ることを前提とした復興まちづくりのイメージを示します。 

 

 

・Ｌ１津波対応の堤防整備や公園・緑地の確保、かさ上げ道路の整備等による多重防御の取組を行

います。 

・安全な住まいや主要な公共施設等は、かさ上げ等を行った安全な場所での再建を検討します。 

・Ｌ１津波対応の堤防整備を行ったとしても津波浸水のおそれがある区域は、災害危険区域の指定

などを検討するとともに、地域の活力を生み出す産業施設等の配置を促します。 

 

 

 

 

 

 復興まちづくりの基盤となる海岸堤防の整備については、地域ＷＳにて以下のような意見が見受

けられました。防潮堤の整備は、現段階から進められる取組として、地域住民の意向も踏まえなが

ら整備促進に努めます。 

 

・きさいや広場周辺は、商業施設と一体となった防潮堤の整備を検討。 

・産業（工業）エリアは、造船業等の再建の場として、内陸部に防潮堤を配置。その際、確実な避

難のための条件整備（避難路・避難場所の確保等）。 

・多重防御の取組（防潮林や法面道路等）により、できるだけ堤防を目立たせない工夫を検討。 

・沿岸部の利用や景観等への影響を抑えるため、離岸堤の採用の検討。 

・高規格道路の空間を活かした堤防の採用など、土地利用や景観への影響を低減する方法の検討。 

 

  

防潮堤整備

（Ｌ１津波を防護、Ｌ２津波
の際には浸水被害発生）

居住の規制

（浸水のおそれのある区域は、居住の規制を検討）
※範囲は、L1対応の堤防整備等を踏まえた津波シミュレーションの結果を踏まえて設定

堤防道路

津波の浸水被害軽減
のための堤防道路

河川堤防整備※

（Ｌ１津波を防護、Ｌ２津波の
際には浸水被害発生）
※水門での対策も想定される

高台移転

防災集団移転促進事
業等による高台移転

津波避難ビル

かさ上げ

土地区画整理事業等
による現地再建

復興規模に応じたコンパクト化

ピロティ
工場、公園・防潮林等

宇和島市街地エリア復興パターン（一例） 

参考：海岸堤防に関する地域住民の意向 
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大規模な災害が発生したとしても、宇和島市街地の住民が、この宇和島市街地で住み続けるこ

とができるようなまちづくりの実現が重要です。その備えとして、復興まちづくりの概略規模を

検討するとともに、住まいの場等の確保に向けた造成計画の一例を示します。 

 

①復興まちづくりの規模の検討 

 想定しうる最大規模の被害を前提に、復興まちづくりに必要な規模を検討します。あくまでも

参考値とするものです。 

 

■甚大な被害が発生する可能性のある世帯数 ⇒ 約 7,900世帯 

津波により甚大な被害を受ける世帯数は、浸水深２ｍ以上に含まれる建物比率から、概ね

7,900世帯※１。 

 

※１：「第２章 ２．（３）住家への甚大な被害」の結果を参照。なお、応急期と異なり、揺れによる倒壊

等は現地再建として対象外。 

 

■住まいの復興を行う世帯数 ⇒ 約 5,100世帯 

地域ＷＳにおける再建の住まいの場として「地区内」を希望する意向を踏まえ 65％※２で検討。 

7,900世帯×65％＝約 5,100世帯 

 

※２：地域ＷＳの結果（応急期の生活の場として「地区内」で住み続けたいを希望する意向は65％）から

設定。 

 

■復興まちづくりの必要面積の目安 ⇒ 約 170ha～340ha 

１世帯当たり面積は、防災集団移転促進事業における補助対象面積の上限である 660 ㎡/戸

（住宅に係る敷地面積は 330㎡/戸）を目安とする。 

5,100世帯×330㎡～660㎡＝約 170ha～340ha 

 

なお、現在の人口減少傾向が進めば、令和 17年には約 78％として最大 265ha、令和 27年に

は約 62％として最大 211ha 

※人口の増減率からの数値であり参考値。 

 

  

参考：復興まちづくりの規模と造成計画の一例 
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②造成計画の一例 

 大規模災害の発生後、安全な高台への住まいや公共施設等の移転を行う際の造成計画の一例

を示します。 

 なお、実際の造成規模や造成高さは、復興まちづくりの規模や津波対策を踏まえたシミュレ

ーション結果等で決まることから、あくまでも参考として検討したものです。 

 

【検討の概要】 

・元結掛周辺にて、安全な高さへのかさ上げ及び造

成の事例として作成 

・安全な高さへのかさ上げにより、住まいの場や公

共施設等の再建場所を確保 

・概ね 16haの造成面積を確保 

 

 

図 元結掛周辺における造成計画の一例  

※あくまでも、大規模災害

が発生し、壊滅的な被害

を受けた場合の復興まち

づくりにおけるかさ上

げ・造成のイメージとし

て作成したものです。被

害の様相や地域住民の意

向を踏まえて、検討する

こととなります。 

拠点
（機能集積）

拠点
（玄関）

安全な住まい

安全な住まい

利便性の高い産業
（商業・業務）エリア

海の玄関
（宇和島港）

水産業の
拠点エリア

公園・緑地エリア

産業（工業）
エリア

産業
エリア

商業・シンボルロード

津波災害警戒区域

沿道型
商業エリア
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第４章 宇和島市街地の復興事前準備 

 

 １．復興事前準備の位置付け 

 復興事前準備とは、「起こりうる被害を想定し、被害からの復興を準備する。」ことであり、災害

が起きるその時まで、着実に進めていく必要があります。 

 そのため、大規模災害からの復興まちづくりを踏まえつつ、今、現在のまちづくりにも資する取

組として、「第３章 ２．時間経過に応じた流れと事前の備え」で整理した「事前の備え」について、

地域住民や関係機関等との協働のもと計画的に取組みます。 

 

 

図 復興事前準備の位置付け 

参照：事前復興まちづくり計画検討のためのガイドライン（国土交通省 2023年７月） 

 

 

 ２．宇和島市街地の復興事前準備の重点施策 

 復興事前準備の取組のうち、 

 ○地域ワークショップ等で住民の関心が高かった取組 

 ○地域の特性に適した取組や他地域の参考になる取組 

 ○地域住民の命を守り、命をつなぐことに効果的な取組 

 ○現在のまちづくりに貢献できる取組 

 等の観点から、宇和島市街地の復興事前準備における重点施策を整理します。 

  

事前の対応

復興事前準備

起こりうる被害を想定し、被害からの復興を
準備する。
・復興計画の策定手順や復興の進め方を検討
・復興における目標等を事前に検討・共有
・行政職員に復興イメージトレーニングを実施
・地域住民と復興まちづくり訓練を実施
・復興まちづくり計画を事前に検討する 等

防災・減災対策

被害を顕現し、災害対応で被害拡大を防
ぐ。
・建物の耐震化・不燃化等
・防災まちづくり（市街地整備）
・都市施設（インフラ）の整備
・避難地、避難路の整備
・ハザードマップの活用 等

被害想定から復興を準備し、
迅速に復興する被害を防ぎ、最小化する

災害を想定し、起こりする問題を把握する。

両立
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（１）防災拠点の整備検討 【主に、避難所生活期、応急期、復興期】 

・市役所が津波災害警戒区域内にあることから、安全な場所での防災拠点の整備を検討します。 

 

（２）公共施設の事前移転等 【主に、避難所生活期、応急期、復興期】 

・多くの利用者が訪れる施設や避難行動要支援者等が利用する施設など、災害時に甚大な被害が

生じる公共施設については、公共施設の耐用年数等も踏まえながら、事前の高台移転等の調査・

研究を行います。 

・新たな施設整備や公共施設の集約整備の際には、津波の浸水被害のない安全な場所での整備や

津波に対応した構造（ピロティ形式の採用や耐浪化など）等を検討します。 

 

（３）子どもたちの学びの場の維持、再建 【主に、避難所生活期、応急期、復興期】 

・避難所生活期から応急期、復興期にかけて、宇和島市街地の子どもたちの学びの機会を継続さ

せるため、一時的に他の学校や保育園等で受け入れるためのルールづくりに取組みます。 

・小学校の再編の動向や施設の耐用年数等も踏まえながら、子どもたちの命を守るためにも、事

前の高台移転等の調査・研究を行います。 

 

（４）応急期における他地域での生活に向けた備え 【主に、避難所生活期、応急期】 

・宇和島市街地では、避難所生活期や応急期において、活用可能な施設や土地が不足しているこ

とから、一時的に安全な三間地域等での生活を強いられる可能性が高いといえます。そのよう

な事態が生じることについて、住民一人ひとりの理解を促していきます。 

・また、市全体で、他地域での避難所生活期や応急期の生活の場の事前検討に取組むとともに、

避難所生活期や応急期における安全な場所と宇和島市街地を結ぶ公共交通などの移動手段の

確保について、事前に検討を行います。 

 

（５）大規模災害に備えた商店街等の活性化 【主に、応急期、復興期】 

・宇和島市の中心拠点として、魅力あるまちとしての再建を図るためには、商店街等のにぎわい

や活力を取り戻せることが重要です。大規模な災害が発生したとしても、商業施設等の担い手

が、取り戻す意欲を失うことがないように、現在の商店街等の活性化を図ります。 

・商店街に、日常から人が集まり、多世代が交流できる施設の整備に向けた検討を行います。 

・また、商店街の再建が、地域の再建におけるシンボルとなるよう、商店街に対する市民の親し

みや愛着を高めます。 

 



 

参考資料 

■地域ワークショップの開催経緯 

地域住民との協働による計画策定として、以下に示す地域ＷＳ等を行いながら検討を進めました。 

 

 主なテーマ 参加者数 

第１回 

宇和島市街地 

ＷＳ 

R６.６.29 

■大規模災害からの復興を考える 

【説 明】①想定される南海トラフ巨大地震の被害、地域の状況 

     ②避難期、応急・復旧期、復興期の時間経過に応じた住まいの場 

【ワーク】①避難から応急・復旧、復興の段階ごとの住まいの場を考える 

     ②それぞれの段階における課題や対策を考える 

27人 

第２回 

宇和島市街地 

ＷＳ 

R６.９.21 

■復興まちづくりの安全な住まいの場を考える 

【説 明】①東日本大震災の復興まちづくり（主に、住まいや働く場所）の

事例（防災集団移転促進事業や土地区画整理事業、災害危険区

域の指定等） 

     ②東京大学復興デザインスタジオの報告 

     ③宇和島市街地の事前復興まちづくりの基本方針（案） 

【ワーク】①地域の大事なものを考える 

     ②地域の復興における安全な住まいや働く場所を考える 

25人 

第３回 

宇和島市街地 

ＷＳ 

R６.10.26 

■地域を守るための復興まちづくりを考える 

【説 明】①災害発生から復興までの流れ 

     ②大規模災害が発生した際の復興まちづくり（素案） 

【ワーク】①応急仮設住宅の建設候補地を考える 

     ②復興まちづくりのイメージを考える 

15人 

第４回 

宇和島市街地 

ＷＳ 

R６.11.23 

■宇和島市街地の事前復興まちづくり計画を考える 

【説 明】①事前復興まちづくり計画（素案） 

     ②高校生の発表（東京大学連携） 

【ワーク】①計画への提案と復興まちづくりの具体化を考える 

15人 

 

 
図 地域ＷＳの開催状況 
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ऌ
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׀֞
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ಛᇀׁࡴᅇఆೄ
֦ց֧֒
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ვ
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ᎉᆊ໑
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֩֎֩
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׀֞֩֎

ೂ֦֭֩དଭ
౮็֦֭׀֭֞
ց֧֒

౦֭

ӻԐ֭ဘ௱့ב
ᇦᆋ֯ౚዿ
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དᄯვ

२ಛ֭ภঊ֧֭
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֩സַಈࡊ
֭็ࡤ

ೂ֦֭֩དଭ
౮็֦֭׀֭֞
ց֧֒
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ईႷ

Ꭼဥ౦ज़ད֦֭ᆲࢍ
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փ֞׀
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֪֞փ
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փ
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ፕׁ֦֒֨֯
փ
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֦֭ᆲ
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ഉ֞־փ
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ց

ැ֚֭ઝ֎֪
ഉ֞־փ
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ց

ऌ໖Քདࡰ
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Ꭼဥ౦ဴࢍ
֪ᆲ֦֊

ௗՒணևj

ႊያࡴ౦֪֩


དଚೄ့֧ಈ
֪Ꭽ֖օ

ಃઞՔኜ֭ኴ༎ ད֭ࡰฑ֭ஓཝ

பท֭ ฑ֭ஓཝᅇ֭॔֩փདࡰ
֭

ಈ֭ᆲ
ईႷ֊ვ

ಃઞኜ့֭ኴ༎

ᆊ໑

ௗՒணևjདଚೄ့֧ಈ
֪Ꭽ֖օ

ಈᆲ૱ब֭ప࿊

ಈ֪౦ኁ֭
୶בႾ֖࠶Ւᆲ
֪ᅢጅ֩ኜ့ู
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夜の治安

老朽化

空きスペースの活用

老朽化

魅力が乏しい

少子化

店舗が少ない

店舗が少ない

店舗が少ない

食べ歩き系が少ない

広報活動が少ない
店舗の把握が困難

危ない箇所のみ除去

全体像の把握が困難イベントが少ない

駐車場が少ない

居場所が少ない

憩いの場が少ない

お祭り

雨宿り

お祭り
憩いの場

飲食

雨宿り

物販

娯楽
飲食

公園

教育

物販

娯楽
飲食

観光

教育

物販

娯楽
飲食

医療・福祉

車・バイク徒歩・自転車電車・バス徒歩・自転車

医療・福祉

交流拠点

教育

現状維持

飲食憩いの場着座装置公園

機能維持シンボル再建不要残したい

L2 津波：最大クラスの津波

津波レベル：
　発生頻度は極めて低いが、発生す
れば甚大な被害をもたらす津波

基本的考え方：
「避難＋防災」

　住民等の生命を守ることを最優先、
最低限必要十分な社会経済機能を維
持

L1 津波：発生頻度の高い津波

津波レベル：
　発生頻度は高く、津波高は低いも
のの大きな被害をもたらす津波

基本的考え方：
「防災」

　人命保護、住民財産の保護、経済
活動の安定化、生産拠点の確保のた
め、海岸保全施設等の整備：粘り強
い構造物

L1 津波とL2 津波 地震による倒壊の懸念4 月の地震で崩れたアーケード商店街エリア・災害リスク

一部残す撤去再建不要

路面電車車

お祭り観光資源
活性化

飲食

雨宿り

A 班 B 班 C 班

東大

C 班

C 班

C 班

B 班

B 班

B 班

A 班

A 班

A 班

【役割】
○雨宿り ➡アーケード以外による実現方法もあるのでは？
○ご飯を食べる、友達とぶらぶら歩く
○宇和島市の活性化
○観光資源
　－宇和島城は GW 中心に観光客が多い。 －商店街は 5 月とかにイベントがあるが、あまり多くない。
○イベント開催、お祭り
　－夏は夜市など。冬はイベントが少ない傾向に。 －ガイヤの通り道

第 1 回 WS では、まちの将来像についてマクロの視点で検討した。そこで本 WS では、商店街エリアに範囲を絞り、その現状と平時・災害時の将来像について、具体的に議論した。

01| 商店街の現状について

02| 商店街の将来像について（平時）

開催日：2024 年 9 月 20 日（金）16:00~18:00　@ オンライン  参加者：東京大学・宇和島東高校の皆様・宇和島市役所の皆様
企画：宇和島市街地班メンバー（佐野辰之・佐々木竜也・神谷弘貴・木村千咲・松田道樹）ୈ �ճ84ʢӉౡ౦ߍߴʷ౦ژେֶʣ

【課題】
○人通りが少ない・少子化
○食べ歩き系のご飯屋さんが少ない
○店舗が少ない＆新規開店が難しい
　－日頃利用していたお店が閉店する（市全体でも）  －市内に分散している印象
　－安定した集客が難しい、ただ立地は良い（宇和島城・海との関係性）
○憩いの場・遊ぶ場所が少ない
　－高齢者の集まる場はあっても、高校生が集える場はない
　－子どもも含めて滞留できる空間の必要性　cf. 松山の商店街（大街道）
○夜の治安が悪い印象
　－大半は夜 8:30 くらいに閉まる。居酒屋が多い。
○近くに駐車場がない（特に市外からの来訪者に必要）
○イベントが少ない
○全体像が把握しにくい

【店舗・施設】
○飲食
　－ファミレス系統：市内でも車で行かないといけない場所にある。
　－レトロ喫茶、タイ料理・中華料理店
　－観光客がお城後に食べ歩き可能なお店（じゃこ天・コロッケ）
○物販
　－IKEA、無印、本屋さん
○娯楽
　－ゲームセンター（北フジ以外）、映画館
○教育・フリースペース
　－塾は、学校・住宅の近くにある。集約の必要性はない。
　－フリースペースは、パフィオ・堀端くらい。商店街にあってもよい。
　－小中学生と高校生の交流の場、生徒の作品展示の場

【アーケード・道路空間】
Q. アーケードのあり方は？
○解体費用：日光を通さない等の問題がなければ、危険になるまでは、現状維持。
○雨宿りの機能：2 階を少し張り出したりすれば、アーケードはなくても。
○安全性：前の地震で壊れた場所も。点検して、危ない箇所だけ取り除く。

Q. アクセス手段は？
○徒歩・自転車　➡自転車はアーケードの真ん中に止められる（現状）
○電車やバスで宇和島駅まで来て、そこから歩けるといい。
○市外からは車で訪れられるといいのでは。

【役割】
◯日差しよけ、雨よけなどの用途として便利という認識
◯お祭りなどのイベント会場としての役割

【2. 地震による倒壊リスク】
①アーケードの老朽化     ②地震による倒壊リスク

【1. 津波による浸水リスク】
　商店街の北側半分程度は、L2 津波の浸水想定区域（下図紫色）に入っている。
ただ、そもそも「L2 津波」とは ...

【課題】
◯若者・子育て世代・観光客にとって魅力が乏しいテナント
◯住民向けの日常使いできる店が足りない
◯商店街の広報活動が少ない印象
◯どんな店があるのか商店街の外からわかりにくい
◯底面（道路）はきれいだがシャッターや柱が錆びており、老朽化が進んでいる
◯勉強などに使える多目的スペース・居場所的な施設が足りない

【店舗・施設】
○飲食
　－飲食用の広めのスペース
○物販
　－若者向けの服屋
○娯楽
　－ボドゲカフェ
◯教育・フリースペース
　－勉強＋他のことに使える場所
　－席数があって学生も入りやすいカフェ
　－公民館よりもちょっと年齢層高め（高校生向け）の場所
○その他
　－観光客向けの店・フォトスポット

【アーケード・道路空間】
Q. アーケードのあり方は？
◯大規模に壊れたら再建する必要はない、災害時に危険であるため撤去しても良いのでは
◯将来的に一部残すと想定した場合、南側を残す（浸水リスクを考慮）か駅側を残す（電車利用者目線）か
◯ショッピングモールのようにテナントの量・種類が備わって欲しい

Q. アクセス手段は？
◯現状から特に変更なし
◯路面電車があったらいい

Q. 道路空間の使い方は？
◯小学生向けにワイワイ遊べる公園のような場所
◯休憩に使える着座装置など

【役割】
◯ご飯を食べたり遊んだりする憩いの場としての役割
◯雨よけなどの用途としての役割
◯夏祭りなどのイベント会場としての役割

【課題】
◯建物・屋根の老朽化
◯学生向けの飲食店 *・娯楽施設 ** や日用使いできる店（コンビニなど）が少ない
　　* スタバ、チェーン店など
　　** 映画館、ボウリング、（＋ショッピングセンター、アパレル店）
◯空き家や余っているスペースの活用が必要

【店舗・施設】
○飲食
　－チェーンのカフェ ( スタバ )・飲食店 ( サイゼ、一蘭 )・スイーツ店 (31, ミスド )
○物販
　－土産屋、若者向けのアパレル店、スポーツ用品店、ドンキ
○娯楽
　－映画館、ボウリング
○教育・フリースペース
　－自習室
○医療・福祉
　－総合病院
○その他
　－公園 　－ATM 　－新幹線

【アーケード・道路空間】
Q. アーケードのあり方は？
◯残してほしいが、一度全壊した際には必ずしも再建する必要がない
◯商店街のシンボルであるとともに、日除けや雨やどりができる実用的なありかたが必要

Q. アクセス手段は？
◯現状：徒歩や自転車でのアクセスが多い
◯将来：車やバイクでのアクセスが多くなるのでは

Q. 道路空間の使い方は？
◯ベンチ等を置くことで憩いの場にしたい
◯遊んだりご飯を食べる場としても利用したい

分散避難すべき

垂直避難すべき

老朽化

建物倒壊リスク

屋外

代替地の検討

代替地の検討

復旧にこだわらない代替地の検討

コミュニティ形成の場

復旧にこだわらない

丸山公園
病院安全な建物

崩壊リスク

和霊小学校

新しい魅力

番城小学校

心身のケア

支援物資配付
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仮設店舗

教育
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03| 商店街の将来像について（災害時）

小中学 高校 交流 場、 徒 作品展示 場
○医療・福祉
　－商店街が賑えば、介護施設設置は難しい（送迎車両の動線確保から）。
　－津波を考えれば、高台。歩けるうちは、地域交流の拠点になりうる。
○その他
　－SDGs 関連：リサイクルショップ・リユース店、モノを持ち寄れる場
　－文化的な交流拠点：楽器・書道に触れられる場

【復旧期（2～3 ヶ月以内）】
Q. 商店街の使い道は？
○バラバラになっている家族とかの情報交換の拠点
○支援物資の配布拠点

Q. 位置づけは？
○発災後、仮設・防災拠点を新たにつくるなら、市街地だと場所がない
　➡高台に仮設住宅を建設しつつ、商店街を復興拠点にする。
○津波の被害次第だが、商店街に仮設店舗を設置し、再建拠点にする

【発災直後（1 日以内）】
Q. 一時避難所としての利用は？　➡No
○屋根の下といえど、屋外だから厳しい
○いつ崩壊するか分からないし、崩れたら逃げづらい

Q. 望ましい一時避難所は？
○2 階建て以上、安全な建物

【復興期（2 年以内）】
Q. 優先的にほしい機能・場は？
○復興の中で意見交換をする場所
　－行政の人、建築に携わる人、住民などが関わる場所
　　－平時からあった方がいいのでは。
　　－商店街に行政で行われていることが掲示されているとか。
○教育：学校が開始されるまでに集まれる場所
○心身ともにケアできる場所
○SDGs 関連、観光拠点

②南三陸さんさん商店街（宮城県南三陸町）
　観光ボランティアとの協働による観光業推進への取組が行われ、観光復興が試みられてきた。

【4. 商店街の復興事例】
①末広町商店街（岩手県宮古市）
　自助努力での復興を前提に、行政の支援制度を活用し、地元が一つとなって復興を目指してきた。

③本通・船町商店街（広島県福山市）
　アーケードの天蓋部分を撤去し、
　公園的なストリートスケープを創り出した。

【3. 商店街の再生事例】
①丸亀町商店街（香川県高松市）
　地元住民が中心となり、商店街全体をマネジメントしていく第 3 セクターのまちづくり会社を立ち上げた。
②油津商店街（宮崎県日南市）
　多様なテナントを入居させ、新たな賑わいを生み出したが、地元住民の希望との乖離も指摘される。

【復旧期（2～3 ヶ月以内）】
Q. 商店街の使い道は？
◯特に意見なし

Q. 位置づけは？
◯大規模に倒壊した場合は現在地での復旧にこだわらなくていいと考える
◯お祭りの場としての機能はあるが、和霊神社やきさいや広場などの代替地がありそう

【発災直後（1 日以内）】
Q. 一時避難所としての利用は？　➡No
◯建物の老朽化などで危険性が高い
◯垂直避難ビルがあるとしても周囲の建物や道路に不安が残る

Q. 望ましい一時避難所は？
◯どうせ逃げるなら病院などに向かう方が安心

【復興期（2 年以内）】
Q. 優先的にほしい機能・場は？
◯宇和島城との関係性を強めて観光客向けの商店街にする
◯普段使いやすい便利なテナントが多く欲しい
◯代替地として海沿いも集客力があっていいのではないか（安全性は低い）

WS で出た各班の商店街の将来像をイメージ化したもの

【復旧期（2～3 ヶ月以内）】
Q. 商店街の使い道は？
◯生活基盤として使いたい。
　炊き出しや仮設風呂、コミュニティ形成の場として。

Q. 位置づけは？
◯大規模に倒壊した場合は現在地での復旧にこだわらなくていいと考える
◯お祭りの場としての機能はあるが、和霊神社やきさいや広場などの代替地がありそう

【発災直後（1 日以内）】
Q. 一時避難所としての利用は？　➡No
◯分散避難した方がいいのではないか。
◯高校で垂直避難したほうがいいのではないか。

Q. 望ましい一時避難所は？
◯番城小学校や和霊小学校の体育館、丸山公園

【復興期（2 年以内）】
Q. 優先的にほしい機能・場は？
◯飲食店、催事スペースとしての役割を戻し、人が集まり活気のある場所へ。
◯ただ戻すだけでなく、新しい魅力を創造したい。
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